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ϕουؔ࿈
高ྸऀに͸෍ஂΑりベッドのํが、ىきたり࠲ったりする動࡞がϥクです。

ベッドͰͷੜ׆とリハϏリςーション
৸ࣨは自ཱした生׆をૹれる空間として考えることが大切です。
高齢者には෍ஂよりベッドの方が、ىきたり座ったりする動作が
ラクです。特に介護ベッドはഎ上げ、ක上げ、高さௐઅができ、
テーブルや介助バーなど༷ʑなオプションがあります。

介護ベッドのػೳ

介護ベッドをબͿ࣌のポイント

ハンディをෛっているところを֬ೝ
し、自ཱをଅਐする補助具と考えて下
さい。

●高さௐ੔やഎ上げ機能のあるタ
イプならىき上がり、ཱ ち上がり
がָになります。

●車Ҝࢠなど΁の乗り移りがしやす
くなります。

野が広がるのでコϛュニケーࢹ●
ションがとりやすくなります。

●৯事や৸ฦり、着替えといった生
。介助のෛ୲が軽減します׆

ベッドのഎが上がります（高さௐઅができます）。筋力の弱った方で
もىき上がりがラクで、ಡॻや৯事にศ利です。介助者には、高齢
者のཱち上がり等の介護ෛ୲を軽減します。

ベッドのഎが上がり、高さをௐઅできます。足腰がちΐっと弱った方
はベッドに腰ֻけて、かかとがつく͙らいの高さにௐઅするとཱち
上がりやすくなります。腰をかがめず介護する姿勢を保てます。

ベッドのഎとකが上がります。ක上げは高齢者の٭のむくみや疲
労ճ෮にޮՌత。ഉᔔ介護等がスムーズに運びます。※എ上げ、ක
上げがผʑにௐઅできるベッドをΪϟッチベッドといいます。（イラ
ストはഎක࿈動Ϊϟッチベッドです）

ベッドのഎ・කが上がり、高さをௐઅできます。֤ 機能
を手元スイッチのワンタッチ操作で自༝に使い分ける
ことができます。高齢者には自ཱ΁の手助けとなり、介
助者も手動操作による肉体తෛ୲を軽減します。

現時఺での残ଘ能力を೺Ѳして͓き
ましΐ͏ 。（೔ৗ生׆自ཱ度）

身長とのバランスで૫せているか、
ଠっているかをチェックしましΐ͏ 。

症ঢ়の変化に対応できるものをબび
ましΐ͏ 。

֐をաぎた高齢者はԿらかのোࡀ75
が出てくるものと考えて下さい。

෍ஂのずれやब৸時の転མ防ࢭに ཱち上がりの時つかまって体を支える

介護用マットレスは191ᶲで౷一され
ているため、175ᶲҎ上の人は足ઌが
出ます。（14ᶲԆ長の補助フレームの
取付可能なベッドもあります）

体が曲がっているか、マヒがあるか、長さ
はࠨӈ対শかをチェックします。（ベッド
の位置はマヒがある側をนにし、利き࿹
や٭を動かしやすいよ͏にします）

চに௚ෑきの෍ஂΑり介護ベッドを͓すすΊします

ϕουબͼͰ大੾ͳ͜ͱはɺϕουͷ্ͰϥΫʹ身ମΛͨͤ͜ىりɺϕουʹ腰͔
͚ͯϥΫͳ࢟੎͕อͯΔ͜ͱɻ·ͨɺおੈ࿩͢Δਓ͕ϥΫͳ࢟੎Ͱհ͕ޢͰ͖Δ
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എ্͛ຢ͸高さௐઅػೳ付ベッド

എ্ ɾ͛高さௐઅػೳ付ベッド

എ্ ɾ͛ක্͛ػೳ付ベッド

എ্ ɾ͛ක্ ɾ͛高さௐઅػೳ付ベッド

サイドレールとベッド用グリップの໾ׂ
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サイドレール ベッド用グリップ
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